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しては 19rの繊維素物質に 100倍量の 2%H2804溶液を加え，100'Cにて5時間分解するととにより p
査結晶領域の定量法としては 1μH2804溶液にて 95'C，5時間或は 100'Cにて2時間加水分解し，探
る後夫.k 1 予~ NaOE王にて1時間煮沸し低重合度部をと除去して定量する.依って全結晶領域定量の際に
諮解するものが買の非結晶領域であり全結晶領域と結晶領域の差が擬結晶領域である.
(2) Phillip氏等に依る方法 8)4) 5) 
H. J. Phillip氏等は繊維素が最初に急、激な分解を起す部分は主として非結晶領域にして，援漫な分解
は結品領域でdうると考え，最初の結晶領域，非結晶領域量を夫.kCo，んとし， t時間分解後の残凶量






Lnr=Ln C:o-Kct・."… ……・……・・ ・(2)
との式により結晶領域 Coが求められる.























.(>-1. f:1 ，bu/.d; I ""l~ V-l~ R bT.-I-d~ 1:政相構遣を酸加水分解法により研究した結果，第1表試 料 |結晶領域 !非結晶領域
一一一一÷斗一一一径十-一一堅 に示す如くで今春になって伸長した部分よりの繊維素
六月下 j今年けJ~縦 84.81 ラ.19 r 
旬採集(一年世白市住 87.49 12.51 今年生繊維)はWf年に伸長した部分よりの繊維素 (1
七月下/今年性綴織 87.70 12.30 年生繊維素)より非結晶領域が多い ζとを示し，又7
旬採集 l一年性繊維~ I 88.04 11.96 





% % %1 % 
6舌.74 5o.99 9.75 
67.06 61.80 5.26 





















































































































































微細構造因子 i 物 混 的 性 質
Co 1.K" I I I強度、| 伸 度 |耐水性
大 i大 !大 |大!大 !大
大 ! 大 | 小 | 比較的大 | 極めて大 |比較的大
e大|小 |大 l 大 ，1 小 !大
大 !小 1 小 !大 |比較的大 |大
小、|大 | 大 | 比較的大 | 大 |小
! 大 ! 小 ! 小 1特に大ならず |小
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